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聖
陵
会
会
長

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

（
高
校
12
回
卒
）

〜
妻
高
校
創
立
100
周
年

　を
終
え
て
〜

大
塚
直
純

校

　長

（
高
校
37
回
卒
）

三
浦
正
貴

株式会社イマイ印刷

　令
和
５
年
２
月
2８
日
㈫

聖
陵
会
入
会
式
が
妻
高

校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。　大

塚
直
純
会
長
の
入

会
あ
い
さ
つ
の
後
、
新
入

会
員
代
表
の
金
海
風
凛

さ
ん
が
力
強
く
入
会
の

決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
黒
木
美
恵
子

聖
陵
会
入
会
式

国公立大学 専門学校
私立大学・短大
福祉科「介護福祉士国家試験」 30名全員合格

30名合格！ 90名合格！
就職 51名99名合格！ （内定率100％）

※ 詳細は妻高HPを
　ご覧ください。妻高 R4進路実績

令和5年度  聖陵会総会のご案内

●場 所

●日 時 令和5年 7月29日㈯
総会　午後6時～ 親睦会（総会終了後）

「妻湯」☎（0983）32-1108

令和5年10月21日㈯ 午後6時30分～●と　き
●ところ 源泉掛け流し温泉 「妻湯」
令和5年度の実行委員会は、第53回（平成13年度）卒業生が担当させて

いただきます。 久しぶりの懇親会が、皆様の楽しい語らいの場となるよう
第53回卒業生一同、最善の準備を行って参ります。近隣・遠方にかかわら
ず、皆様お誘い合わせの上、多数のご参加をお待ちしております。

☎ 0983-32-1108

第１６回 聖陵会ゴルフコンペに参加しませんか？

4. 会　　費　　1,000 円
3. スタート　　午前 8時 21分（15組）
2. 場　　所　　宮崎座論梅ゴルフ倶楽部
1. 日　　時　　令和5年 10月18日㈬

・問合せ先　市原義彦（高校27回卒）

　盛
夏
の
候
、
聖
陵
会
会
員
の

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
　

　皆
様
に
は
日
頃
よ
り
聖
陵
会

そ
し
て
母
校
妻
高
校
の
為
に
温

か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　聖
陵
会
は
、
聖
陵
会
会
員
の

親
睦
と
融
和
、
母
校
の
発
展
の

為
に
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
位
置
付
け
が
今
年
の
五
月

八
日
よ
り
二
類
相
当
か
ら
五
類

感
染
症
に
移
行
さ
れ
、
行
動
制

限
も
な
く
な
り
感
染
症
対
策
を

行
い
な
が
ら
も
日
常
生
活
や
社

会
生
活
が
以
前
の
よ
う
な
活
発

さ
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

　妻
高
校
、
妻
高
校
P
T
A
、

そ
し
て
聖
陵
会
、
そ
の
他
関
係

者
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協

力
に
よ
り
創
立
一
〇
〇
周
年
記

念
の
総
会
、
式
典
、
記
念
事
業

も
と
ど
こ
お
り
な
く
終
了
し
ま

し
た
。
又
、
聖
陵
会
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
物
心
両
面

か
ら
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　令
和
四
年
度
よ
り
妻
高
創
立

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
に
よ
り

妻
高
夢
応
援
奨
学
金
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
以
下
そ
の
規
程
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　本
奨
学
金
の
設
立
目
的
の
一

つ
は
、
進
路
実
現
を
果
た
し
た

優
秀
な
妻
高
生
に
対
し
て
、
聖

陵
会
と
し
て
奨
学
金
を
給
付
す

る
こ
と
に
よ
り
、
卒
業
後
の
更

な
る
奮
起
を
促
す
と
と
も
に
、

将
来
の
妻
高
や
聖
陵
会
の
諸
活

動
へ
の
協
力
を
要
請
す
る
。

　本
奨
学
金
の
運
用
は
西
都
市

が
妻
高
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念

事
業
と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
、
そ
の
寄
付
金
を
原
資
と

し
て
聖
陵
会
に
寄
贈
さ
れ
た
五

〇
〇
万
円
を
も
っ
て
運
用
す
る
。

　本
奨
学
金
は
、
償
還
不
要
の

給
付
型
奨
学
金
と
す
る
。

　本
奨
学
金
の
事
業
期
間
は
、

令
和
四
年
度
か
ら
令
和
十
三
年

度
ま
で
の
十
年
間
と
す
る
。

　給
付
人
数
・
金
額
は
、
当
該

年
度
の
卒
業
生
の
う
ち
、原
則

と
し
て
普
通
科
（
文
理
科
学

コ
ー
ス
を
含
む
）
よ
り
三
名
、

福
祉
科
よ
り
一
名
、
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
よ
り
一

名
、
合
計
五
名
の
奨
学
生
に
、

そ
れ
ぞ
れ
十
万
円
、
合
計
五
十

万
円
給
付
す
る
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　こ
の
一
年
間
の
妻
高
校
の
進

学
、
就
職
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
結

果
に
つ
い
て
は
本
誌
の
都
合
に

よ
り
、ご
紹
介
が
不
十
分
で
す
。

妻
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
本

誌
に
掲
載
の
校
長
先
生
の
お
話

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　聖
陵
会
は
皆
様
方
の
会
費

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
〇
〇
周
年
記
念
で
皆
様

方
に
は
多
大
な
る
ご
支
援
を
頂

い
て
お
り
ま
す
と
こ
ろ
大
変
恐

縮
に
存
じ
ま
す
が
、
ご
協
力
の

程
お
よ
ろ
し
く
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　妻
高
校
が
一
〇
〇
周
年
を
契

機
と
し
て
今
後
ま
す
ま
す
飛
躍

向
上
し
、
ま
た
、
聖
陵
会
の
ま

す
ま
す
の
発
展
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　日
頃
よ
り
聖
陵
会
会
員
の

皆
さ
ま
に
は
、
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
度
は
、
本
校
が
創
立

一
〇
〇
周
年
を
迎
え
、「
地

域
の
未
来
を
地
域
で
語
り
、

次
の
一
〇
〇
年
を
共
に
創
造

す
る
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
事

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
地

域
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り

年
間
を
通
じ
て
数
多
く
の

「
地
域
共
創
事
業
（
関
連
イ

ベ
ン
ト
）」
を
行
い
つ
つ
、
十

月
二
十
二
日
の
午
前
中
に
は

記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
各
方
面
に

お
い
て
ご
活
躍
中
の
卒
業
生

を
迎
え
て
の
「
語
り
場
」
を

は
じ
め
、「
尾
八
重
神
楽
の

奉
納
」、「
感
謝
の
茶
会
」、「
吹

奏
楽
部
と
西
部
航
空
音
楽
隊

と
の
コ
ラ
ボ
演
奏
」、「
鉢
植

え
講
座
」や「
妻
レ
ン
ジ
ャ
ー

戦
隊
シ
ョ
ー
」
な
ど
一
連
の

充
実
し
た
取
組
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
盛
会
の
内
に
終
了

し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
記
念

事
業
の
原
資
と
し
て
、
多
く

の
聖
陵
会
会
員
の
皆
さ
ま
方

か
ら
力
強
い
後
押
し
を
頂
戴

し
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　そ
し
て
本
年
度
は
、
次
の

一
〇
〇
年
に
向
け
て
力
強
く

第
一
歩
を
踏
み
出
す
一
〇
一

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
聖
陵

会
の
皆
さ
ま
や
地
域
の
方
々

の
ご
期
待
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
生
徒
と
教
職
員
が
心

を
ひ
と
つ
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　さ
て
、
皆
さ
ま
は
最
近
の

妻
高
や
妻
高
生
の
変
化
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
新
・
妻
高

開
校
の
際
に
制
服
が
替
わ
っ

た
こ
と
は
ご
存
じ
か
と
思
い

ま
す
が
、
現
在
は
女
子
の
ス

ラ
ッ
ク
ス
が
導
入
さ
れ
て
お

り
、
各
学
年
に
ス
ラ
ッ
ク
ス

女
子
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
年
間
を
通

じ
て
体
調
等
に
あ
わ
せ
て
夏

服
か
ら
冬
服
ま
で
を
自
由
に

着
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
、

生
徒
に
も
大
変
好
評
で
す
。

　ま
た
、
学
校
行
事
が
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
体
育

大
会
な
ど
の
行
事
で
は
、
生

徒
会
の
ほ
か
に
生
徒
実
行
委

員
会
が
組
織
さ
れ
て
、
自
分

の
意
志
で
委
員
に
な
っ
た
生

徒
た
ち
が
数
ヶ
月
前
か
ら
企

画
を
練
り
、
準
備
を
進
め
て

当
日
の
運
営
ま
で
自
分
た
ち

の
力
で
や
り
遂
げ
ま
す
。
他

の
生
徒
た
ち
も
進
ん
で
協
力

し
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　最
近
の
学
び
の
変
化
と
し

て
は
、
探
究
学
習
に
お
い
て
、

地
域
の
方
々
を
メ
ン
タ
ー（
伴

走
者
）
に
迎
え
、
生
徒
が
地

域
課
題
を
探
究
し
て
解
決
方

法
を
提
案
す
る
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
成
果
と
し

て
は
、
地
元
の
果
物
を
使
用

し
た
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
「
ベ

リ
グ
ル
」
を
企
業
様
と
共
同

開
発
し
た
り
、
西
都
市
内
の

全
小
学
校
の
ご
協
力
に
よ
り

撮
影
動
画
で
つ
な
が
っ
た
「
エ

ク
さ
い
と
メ
ン
ト
（
古
墳
で

こ
ー
ふ
ん
健
康
体
操
で
西
都

を
ひ
と
つ
に
）」
や
「
古
墳
ま

つ
り
」
で
た
い
ま
つ
行
列
の
行

路
を
照
ら
し
た
「
ラ
ン
タ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
も
。

　妻
高
生
は
と
て
も
明
る
く

元
気
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

副
会
長
か
ら
卒
業
記
念

品
と
し
て
ボ
ー
ル
ペ
ン

が
新
入
会
員
代
表
の
倉

田
み
ゆ
さ
ん
へ
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
　

　卒
業
生
数
は
令
和
４

年
度
の
２
３
９
名
を
加

え
て
２
６
，９
１
０
名
と

な
り
ま
し
た
。

のべ

令和5年度　聖陵会懇親会のご案内

実行委員会一同

・TEL 0983-43-0243　・FAX 0983-43-5012

九州大学
進学

（3年連
続）

県内初の
100％合格

令和4年 10.22 ㈯

4(第53号） 令和 5年 7月 10 日

ご馳走がいっぱいですねご馳走がいっぱいですね

部活動支援金贈呈部活動支援金贈呈

話がはずんでますね～話がはずんでますね～なに食べようかな～なに食べようかな～

おめでとうございます　カンパ～イ！！おめでとうございます　カンパ～イ！！

みんなで校歌斉唱‥‥また会いましょう！！

万歳三唱で閉会

100周年記念映像上映100周年記念映像上映
お楽しみ抽選会お楽しみ抽選会

創立100周年祝賀会・聖陵会懇親会創立100周年祝賀会・聖陵会懇親会

今
年
は

第
50・51・52

回
卒
が

担
当
し
ま
し
た
。

今
年
は

第
50・51・52

回
卒
が

担
当
し
ま
し
た
。

聖陵の鐘が次年度
（第53回卒）へ
引き継がれました

聖陵の鐘が次年度
（第53回卒）へ
引き継がれました
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凛
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令和5年度  聖陵会総会のご案内

●場 所

●日 時 令和5年 7月29日㈯
総会　午後6時～ 親睦会（総会終了後）

「妻湯」☎（0983）32-1108

令和5年10月21日㈯ 午後6時30分～●と　き
●ところ 源泉掛け流し温泉 「妻湯」
令和5年度の実行委員会は、第53回（平成13年度）卒業生が担当させて

いただきます。 久しぶりの懇親会が、皆様の楽しい語らいの場となるよう
第53回卒業生一同、最善の準備を行って参ります。近隣・遠方にかかわら
ず、皆様お誘い合わせの上、多数のご参加をお待ちしております。

☎ 0983-32-1108

第１６回 聖陵会ゴルフコンペに参加しませんか？

4. 会　　費　　1,000 円
3. スタート　　午前 8時 21分（15組）
2. 場　　所　　宮崎座論梅ゴルフ倶楽部
1. 日　　時　　令和5年 10月18日㈬

・問合せ先　市原義彦（高校27回卒）

　盛
夏
の
候
、
聖
陵
会
会
員
の

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
　

　皆
様
に
は
日
頃
よ
り
聖
陵
会

そ
し
て
母
校
妻
高
校
の
為
に
温

か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　聖
陵
会
は
、
聖
陵
会
会
員
の

親
睦
と
融
和
、
母
校
の
発
展
の

為
に
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
位
置
付
け
が
今
年
の
五
月

八
日
よ
り
二
類
相
当
か
ら
五
類

感
染
症
に
移
行
さ
れ
、
行
動
制

限
も
な
く
な
り
感
染
症
対
策
を

行
い
な
が
ら
も
日
常
生
活
や
社

会
生
活
が
以
前
の
よ
う
な
活
発

さ
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

　妻
高
校
、
妻
高
校
P
T
A
、

そ
し
て
聖
陵
会
、
そ
の
他
関
係

者
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協

力
に
よ
り
創
立
一
〇
〇
周
年
記

念
の
総
会
、
式
典
、
記
念
事
業

も
と
ど
こ
お
り
な
く
終
了
し
ま

し
た
。
又
、
聖
陵
会
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
物
心
両
面

か
ら
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　令
和
四
年
度
よ
り
妻
高
創
立

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
に
よ
り

妻
高
夢
応
援
奨
学
金
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
以
下
そ
の
規
程
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　本
奨
学
金
の
設
立
目
的
の
一

つ
は
、
進
路
実
現
を
果
た
し
た

優
秀
な
妻
高
生
に
対
し
て
、
聖

陵
会
と
し
て
奨
学
金
を
給
付
す

る
こ
と
に
よ
り
、
卒
業
後
の
更

な
る
奮
起
を
促
す
と
と
も
に
、

将
来
の
妻
高
や
聖
陵
会
の
諸
活

動
へ
の
協
力
を
要
請
す
る
。

　本
奨
学
金
の
運
用
は
西
都
市

が
妻
高
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念

事
業
と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
、
そ
の
寄
付
金
を
原
資
と

し
て
聖
陵
会
に
寄
贈
さ
れ
た
五

〇
〇
万
円
を
も
っ
て
運
用
す
る
。

　本
奨
学
金
は
、
償
還
不
要
の

給
付
型
奨
学
金
と
す
る
。

　本
奨
学
金
の
事
業
期
間
は
、

令
和
四
年
度
か
ら
令
和
十
三
年

度
ま
で
の
十
年
間
と
す
る
。

　給
付
人
数
・
金
額
は
、
当
該

年
度
の
卒
業
生
の
う
ち
、原
則

と
し
て
普
通
科
（
文
理
科
学

コ
ー
ス
を
含
む
）
よ
り
三
名
、

福
祉
科
よ
り
一
名
、
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
よ
り
一

名
、
合
計
五
名
の
奨
学
生
に
、

そ
れ
ぞ
れ
十
万
円
、
合
計
五
十

万
円
給
付
す
る
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　こ
の
一
年
間
の
妻
高
校
の
進

学
、
就
職
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
結

果
に
つ
い
て
は
本
誌
の
都
合
に

よ
り
、ご
紹
介
が
不
十
分
で
す
。

妻
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
本

誌
に
掲
載
の
校
長
先
生
の
お
話

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　聖
陵
会
は
皆
様
方
の
会
費

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
〇
〇
周
年
記
念
で
皆
様

方
に
は
多
大
な
る
ご
支
援
を
頂

い
て
お
り
ま
す
と
こ
ろ
大
変
恐

縮
に
存
じ
ま
す
が
、
ご
協
力
の

程
お
よ
ろ
し
く
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　妻
高
校
が
一
〇
〇
周
年
を
契

機
と
し
て
今
後
ま
す
ま
す
飛
躍

向
上
し
、
ま
た
、
聖
陵
会
の
ま

す
ま
す
の
発
展
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　日
頃
よ
り
聖
陵
会
会
員
の

皆
さ
ま
に
は
、
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
度
は
、
本
校
が
創
立

一
〇
〇
周
年
を
迎
え
、「
地

域
の
未
来
を
地
域
で
語
り
、

次
の
一
〇
〇
年
を
共
に
創
造

す
る
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
事

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
地

域
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り

年
間
を
通
じ
て
数
多
く
の

「
地
域
共
創
事
業
（
関
連
イ

ベ
ン
ト
）」
を
行
い
つ
つ
、
十

月
二
十
二
日
の
午
前
中
に
は

記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
各
方
面
に

お
い
て
ご
活
躍
中
の
卒
業
生

を
迎
え
て
の
「
語
り
場
」
を

は
じ
め
、「
尾
八
重
神
楽
の

奉
納
」、「
感
謝
の
茶
会
」、「
吹

奏
楽
部
と
西
部
航
空
音
楽
隊

と
の
コ
ラ
ボ
演
奏
」、「
鉢
植

え
講
座
」や「
妻
レ
ン
ジ
ャ
ー

戦
隊
シ
ョ
ー
」
な
ど
一
連
の

充
実
し
た
取
組
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
盛
会
の
内
に
終
了

し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
記
念

事
業
の
原
資
と
し
て
、
多
く

の
聖
陵
会
会
員
の
皆
さ
ま
方

か
ら
力
強
い
後
押
し
を
頂
戴

し
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　そ
し
て
本
年
度
は
、
次
の

一
〇
〇
年
に
向
け
て
力
強
く

第
一
歩
を
踏
み
出
す
一
〇
一

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
聖
陵

会
の
皆
さ
ま
や
地
域
の
方
々

の
ご
期
待
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
生
徒
と
教
職
員
が
心

を
ひ
と
つ
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　さ
て
、
皆
さ
ま
は
最
近
の

妻
高
や
妻
高
生
の
変
化
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
新
・
妻
高

開
校
の
際
に
制
服
が
替
わ
っ

た
こ
と
は
ご
存
じ
か
と
思
い

ま
す
が
、
現
在
は
女
子
の
ス

ラ
ッ
ク
ス
が
導
入
さ
れ
て
お

り
、
各
学
年
に
ス
ラ
ッ
ク
ス

女
子
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
年
間
を
通

じ
て
体
調
等
に
あ
わ
せ
て
夏

服
か
ら
冬
服
ま
で
を
自
由
に

着
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
、

生
徒
に
も
大
変
好
評
で
す
。

　ま
た
、
学
校
行
事
が
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
体
育

大
会
な
ど
の
行
事
で
は
、
生

徒
会
の
ほ
か
に
生
徒
実
行
委

員
会
が
組
織
さ
れ
て
、
自
分

の
意
志
で
委
員
に
な
っ
た
生

徒
た
ち
が
数
ヶ
月
前
か
ら
企

画
を
練
り
、
準
備
を
進
め
て

当
日
の
運
営
ま
で
自
分
た
ち

の
力
で
や
り
遂
げ
ま
す
。
他

の
生
徒
た
ち
も
進
ん
で
協
力

し
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　最
近
の
学
び
の
変
化
と
し

て
は
、
探
究
学
習
に
お
い
て
、

地
域
の
方
々
を
メ
ン
タ
ー（
伴

走
者
）
に
迎
え
、
生
徒
が
地

域
課
題
を
探
究
し
て
解
決
方

法
を
提
案
す
る
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
成
果
と
し

て
は
、
地
元
の
果
物
を
使
用

し
た
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
「
ベ

リ
グ
ル
」
を
企
業
様
と
共
同

開
発
し
た
り
、
西
都
市
内
の

全
小
学
校
の
ご
協
力
に
よ
り

撮
影
動
画
で
つ
な
が
っ
た
「
エ

ク
さ
い
と
メ
ン
ト
（
古
墳
で

こ
ー
ふ
ん
健
康
体
操
で
西
都

を
ひ
と
つ
に
）」
や
「
古
墳
ま

つ
り
」
で
た
い
ま
つ
行
列
の
行

路
を
照
ら
し
た
「
ラ
ン
タ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
も
。

　妻
高
生
は
と
て
も
明
る
く

元
気
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

副
会
長
か
ら
卒
業
記
念

品
と
し
て
ボ
ー
ル
ペ
ン

が
新
入
会
員
代
表
の
倉

田
み
ゆ
さ
ん
へ
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
　

　卒
業
生
数
は
令
和
４

年
度
の
２
３
９
名
を
加

え
て
２
６
，９
１
０
名
と

な
り
ま
し
た
。

のべ

令和5年度　聖陵会懇親会のご案内
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九州大学
進学
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県内初の
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4(第53号） 令和 5年 7月 10 日

ご馳走がいっぱいですねご馳走がいっぱいですね

部活動支援金贈呈部活動支援金贈呈

話がはずんでますね～話がはずんでますね～なに食べようかな～なに食べようかな～

おめでとうございます　カンパ～イ！！おめでとうございます　カンパ～イ！！

みんなで校歌斉唱‥‥また会いましょう！！

万歳三唱で閉会

100周年記念映像上映100周年記念映像上映
お楽しみ抽選会お楽しみ抽選会

創立100周年祝賀会・聖陵会懇親会創立100周年祝賀会・聖陵会懇親会

今
年
は

第
50・51・52

回
卒
が

担
当
し
ま
し
た
。

今
年
は

第
50・51・52

回
卒
が

担
当
し
ま
し
た
。

聖陵の鐘が次年度
（第53回卒）へ
引き継がれました

聖陵の鐘が次年度
（第53回卒）へ
引き継がれました
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